






見瀬辰平氏の業績

見瀬辰平氏は、三重県志摩郡的矢に生まれ、すでに明治33年頃から真珠の研究について

商首をするところがあったといわれる。同氏の業績としては、明治35年以後数/rに亙る英虞

湾より的矢湾への真珠貝の移箔等についても見逃すことはできないが、去る昭和32年10月
真円j実務ミ発明50周年を記念して建てられた発明者碩徳間にその名を記されているごとく、

真円l~珠3計五技術の達成を担う先覚者としての立場において見るならば、まず第一に注目

すべきは、明治40年に得たところの特許第12598号「介類ノ外玉三膜内ニ真珠被着用核ヲ挿

入スノレ針jであろう。すなわち、それは、同特許が真円真珠のE主出を技術的に最も早く実

現した技法の一つで、あるというのみならず、その特許明細書中に「介類ノ外蛮殴組織内エ

核ヲ押入シテ之ニ真珠質ヲ被清t ジムノレエノ、掃入ノ際ニ外皮細胞ノ幾分ヲ核ニ伴ノ、シムノレ

コト殻モ必要ナリーとしている点、現行の真珠養殖技術において本質的な基礎的知識であ

るところの真珠袋の組織を構成すべき起源としての外套膜上皮組織の重要性を最も-!fく認

識していた一人であることを意味するものだからである。事実、!日]氏が当時その認識に到

達していたことは、 J:記にひきつづき出願された「特許願第38318弓真珠人工形成法(明

治40年5月13日付出版)Jが、四)114路計氏の「特許願第40219号真珠形成法(明治40年10月2
3日1+1

1額)Jと奴触するものとして特許局により査定されているんなに徴しても明らかである。

この抵触資定をめぐっての係争は、発明期日の先後を争って翠41年9月まで続けられたが、

ょうやくにして見瀬、四川両氏の調停が成り、同!II氏を発明人かつ出願人として特許権を

獲得せしめることに解決を見ている(この鼠触査定に該当した部分は、後に特許第29630
号一特許権者間川真古ーの内容をなしている)。

見瀬氏はこの後も上田元之助氏等と共にさらに研究を続け、その成果は、下記のごとき

一連の特許ーとして結実している。

特許第30011号 真珠形成主主挿入器

大正5年9月11臼特許

特許権者(発明者)見瀬茂平、上回元之助

特許ffi31270Jヲ 真珠形成核抑入法

大正6年7月5日特許

特許権者(発明者)見瀬民王子、 it田元之助

特許第37746サ球形真珠形成法

大IE9"1三12月24日特許

特許権者(発明者)見瀬、辰平、上回元之助

このうち特に特許第37746汚は「誘導式 iと呼ばれ、河内の代表的な真円真珠;形成法の

~~どなしたものである。

その[山、同氏は、明治40年!日大村雄主を1'1"心として設立された大村湾水産養随所(後の

大村j憲兵珠株式会社)に懇望されてその技術指L草に当り、大村湾真珠主主鴻業の開拓にも尽

してブ]があった。しかし、同氏自身の計闘したま皇殖事業、すなわち明治例年の見瀬:宍珠株

式会計二の創立その他は、ことごとくその意に反して中途で機折し、その笈味では比絞的恵

まれぬま λその一生を終っている。

(見瀬辰平氏の手記〔騰写印刷〕その他の資料による)



真珠業界の現況と今後の問題点について※

山 本 勝

(全国真珠養殖漁業協同組合常務理事)
市価安定対策委員長/

私は只今、組合長が申された如く、全国漁協の理事:でもありますが、昨年の

秋、業界上層部の要望がありまして市価針策委員長の指命を受けましたが、何

等取るべき仕事もやっていない事を反省と御詫びをするものであります。

しかし、こ L現実に直面して皆様が哀剣にこ Lの集荷の問題で協議を願うと

いう前提として、今迄のあり方、又今後のゐり方に撃すして私の経験或いは海外

の事情又こし来った過去の問題これ等を→応断片的ではありますが、皆様にお

聞き願ってその上で今後の業界の推進を協議して頂きたいと思います。

「前組合長、幹部役員及び組合員の皆様の街]尽力によって一つの大きなエポ

ツクを獲して此処に集荷買取という事をやったのでありますが、この事につい

ては過去三ヶ年、業界に於ては非常に大きなプラスと安定を来してくれたので

ありますが、これは我々業者の一番困っている問題を解決する一方法であった

と思います。要するに皆様の作ったものを秋から春にかけて一時的に採集され

てくるので、この様なものを一応プールする所がないと現在の加工能力では抱

ききれないという事がこの業界の一つの越路になっているのであります。」

それ故、これを農中の枠によって資金を得て此処にプールするという事が理

想であります。我々がこの仕事を伸ばして行くのには是非とも、その為の資金

が必要であると思います。

この様なllJ1念の下に組合が現在の形を辿ってきたのであるが、とりもなおさ

ず、この組合のやった事は業界全部が賛成しているのであります。只過去に於

いて種々のいきさつもあり、それに劃しては私達も多少批判的な立場で物を言

った事もありましたが、現実にこうなった以上は外にどの様にこれを打開する

かという遣は現在の我々の力では此処の漁協に頼る外はないという考えの下に

市価の封策という事に封しても私達は考えております。

本年種々の事情がありまして組合にも予想以上の集荷がありましたが、これ

は此処に集る事が幸か不幸かという事はこれから討議されて行く滞荷の問題に

よってあらわれる事でありますが、 「何故此処にその様に滞荷がおきたかと言
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いますと、要するに2千何百軒の養殖業者が一つの方向のない仕事をしている

結果が現在の滞荷になったと言えると忠、われます。 Jこの問題は却々大きく難

かしいものでありまして簡単に我々が自主的に規制する事は至難な事だと思い

ますが、まず此処に寄って頂いている方は自分の地区に帰って自分の範囲の人

々によくこの事をお話し願って本年直ちに再開される施術νーズシに向って皆

様が業界のあり方を末端の業者迄矢口らしめる事に於いて多少でも規制して行く

という事でなければ、この業界は自主的に伸びないという事が言えると思いま

す。

パラシス的な事で言えば組合に残っているものは5ミリ6ミリというものであ

るが、昨年の夏私の名前で漁協を通じて皆様に本年の採集見込高を統計してみ

ましたが、その時既に現在の予想はしておりました。というのは、現実的に品

物が封外的に売られているのはどうだという事も我々輸出面で過去 l年のデー

タをとって集計してみた結果と皆様の報告を合わせて見て既に 5ミリは市場の

要求の倍あり、又6ミリは一昨年の産額の倍であるという事から推してこれは

滞荷すると思っておりました。

滞荷したものをどの様にして行くかという事については却々業界の種々の経

済的な事情がありまして、そう簡単には解決するに安易な方法はなかったので

あります。 I幸いな事はこの大きな組合が農中のパックアップを得ているとい

う事が現実に何億という金を出して貰って皆様の品物が此処にプールされてい

るという事が実は業界にとっては一番の大きな幸いであったと思います。もし

これが組合がなくあのνーズシ期にあれらの品がストレートに我々加工業者に

流れたとしたら恐らく今日の安定はなかったと思います。むしろ大混乱を来し

ていると思う。」然らば現在のストックをどの様に処理するかという事になり

ますが、これは技術的な問題で皆様によって討議せねばならないが、少くとも

我々がやった事でありますから我々が責任をもってこれを消化するという前提

の下に物を考えて行かねばならないと思います。その意味では組合員、或いは

幹部丈でなしに少くとも業界の主だった方々にはこの思想は行き渡っておりま

す。多少でも我々の及ぼす丈の力で多少損はしでもこの漁協のものを貿おうと

いう意気込でおりますが只、私の立場としては高いものを押しつけて後でその

もの L個人的な損は別として残ったという事になれば困るのであります。乃ち

全部この品物が売れるかというと少くとも 9月迄入札をやって行っても6-7慢

のストックが出き、残った品は秋にどうするかという事になると却々良い策が

ないのであります。という事は結局既に海にある品物が秋に揚ってくればスト

ックされた品物は当然売れなくなるO 此処の品物は我々の責任に於いて売らね
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ばならないという考えでなければこの業界け、今後生きて行かれないんだという

切実な考えでこの問題をよく討議して頂いて現在のストックを秋の品物とにら

み合わせてどうして行くかを決めて頂きたい。

封外的に5~6 ミリが半分づ、つ残るという事は数的に言えば「大体本年 9 千貫

位あるという昨年の予想でその内 5ミリが大体3千貫、 6ミリが3千貫位あがっ

ている。結局全体の数量の6剖5分も占めているという事が言えるのでありま

す。従って 7ミリ以!この珠は非常に少なく一昨年の 7ミリは1， 200貫、昨年度

はし 000貰そこそこでないかと思っておりました所、適中しましてやはり 7，8ミ

リも現在の量で、は釣外的な要望を満せない有様であります。結局、アメリカ.

ヨーロツパの流行が5、6ミリには余り興味がないという事が現実に滞荷した理

由でありまして、従って偲を下げるという結果になっております。」但し我々

が予想しなかった事は漁協の J建てた値が市価と余りにも開きが大きすぎた事が

漁協の品を余分に滞荷さぜた事にもなっていると思う。業者の声を聞いてみま

すと泊、協で 420円で買って貰うのだからこれを八掛で売ったらよいだろうと思

って八掛で売っている。

それが段々下がって来て咋今では5ミリが230円、 6ミリが380円迄になってお

ります。これはむき落しではなくスソは 2 割~2書U5分も取り除いたものであり

ます。それ故実際の時価というものが滋離してしまっております。だから益々

漁協のものが入札会にかけても売れないという結果になっているわけで、これ

は「業者間の一つの種々の事情がこの漁協の施策と市場との使い分けが余りに

も激し過ぎたという事が言えると思います。 100%漁協に品物をtBされた方は

或る意味では協力者で、あるし、この人達の期待に反く事は非常に遺憾だ、と思い

ますが、種々の都合で此処には一部出してあとは換金を急ぐので無定見に安く

売ったという司王が本年こうなった一因であろうと思います。」何政なれば我々

は決して5ミリを230円で買うという様な事はしない。少くとも業界で封外的に

信用のある加工なり輸出なりやっている方が 5ミリが高いから下げろという様

な戸で物を買った事はないと思う。只皆さんが勝手に値を下げて来るーこ Lに

大きな業界の問題があると思う。こういう様な事であれば如何なる施策をして

も結局、この施策が宙に浮いてしまう。多いという事はまずこちらの宣伝もよ

くして多いものをどうするかという処置に封しでも協議する機会がなかった事

も一般業界で少くともとの仕事をしている方の責任もあると思うが却々至難な

問題で、この仕事に携っている方々は決して自分の時間というものはありませ

んO この仕事の特異性が全く他人に任せるという段階に迄成長している所は御

木本以外にはないと思います。この様な仕事の忙しさが一つの反省の機会とか
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話し合う機会が少いことになっております。

今後もそういう問題がこの業界につきまとっているという事が言えますが、

然らばこの様な現実に直面してこの仕事が悲観的で為るかというと決してその

様な事はないという事もー出御承知願いたい。

他の中小企業が一つの企業体の下にあって輸出をやっているが、これらが不

当に値を下げて輸出を行っている。これは国内での競走が先方の要求以上に品

物を安くして行く原因である。幸いに翼珠は輸出をやっている方が実際には三

百何十軒ありますが、その中の僅か20人足らずの者で75%位輸出している。こ

の事は僅かな人間でやっている為に割合競走というものがないというのは仕事

の特異性であり夫々自分の所の持味というのが幸いして少くとも終戦後約十倍

以上に伸びている輸出が案外に競走がない。それ丈に我々は救われているのだ

と三考えていると思います。

一昨年の820円平均の輸出が本年700円になっているが、輸出の量に於いては

一昨年が7，300貫、本年はこの 3月で恐らく9，000貫近いといえる。金額的には

1割だが、量的には3割の伸びである。この様な事を考えてみるとこの業界は世

界中で最も恵まれていると思います。この観念を以ってこの仕事を熱を持って

やって貰いたい。しかし乍らこれらの業務に携っている人の仕事振りをみてみ

ると非常にいかんな吠態が見られる。これは「養殖事業で借るという事はもう

三重県でも全業者の 1割しかいないと断定してよい位でわないかと思う。然ら

ば今後生産の規制もなく、このま L放置して我々が現在の柵そのものよりも出

る事は到底至難な事ですが、このま Lで行けば必然的に我々はどうしても生産

オーパーして来る。思いきって生産を半分なり3分のlにすれば努力しなくて過

去の利益率をあげる事が出来ますが、現在では出来ない。しかし少くとも今迄

10万だったものを20万にしてよりよく利益をあげようという考え方は時代遅れ

だという事を本年4月以降の養殖に携わる計画として是非ともこの規制という

事を頭に入れて頂きたい。 Jこれはむずかしい事ですが、笑虞湾の現肢でわ恐

らく自滅の一途を辿るという事、これは自家崩壊であります。

(悶々本年の問題である5~6 ミリのアジパラシスの事でありますが依然として

7ミリ以上の需要を満す事は出来ないが翼珠そのもの全体を見れば決して批判

すべき朕態ではないのであります。このアジパラシスは要するに皆様の資金問

題とか、又換金を急ぐという事によって多数出きているという事が言えるので

あるが、兎も角本年の集荷をみると非常に薄くなってきている。薄いために我

々の要望する品質がありません。この漁協に於きましても見るべき品物は怒ら

く2%もないと思います。麗珠の例をみても我々は1，800~2， 000円のものが欲
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しいのですが、これに該当するものは一品もありません。これは皆様によく考

えて貰わねばならない事だと思います。漁場が狭くなり且密殖しているから良

いのが出来ないのだという三考え方で行く事が果して自分等の幸福になるか……

いという事であります。これを切実に考える事によって自制するより外に針策

はないと思います。大きなカで規制するという時代でわありません。

又その様な事態になれば又別なもっと大きな事で苦しまねばなりません。幸

い終戦後非常に自由に仕事が出来る事自体が幸福な事であり、これを如何に自

分違が規制して行くかという事に責任があると思います。

「非常に珠が悪くなっています。だからl割5分も値が下ったという事は市価

が下ったのでわなくして品物が落ちたと見た方が恐らく間違いないと思J。だ

から今迄10貫取っているものが20貫とっても結局採算は合わない。 J

種々な点で我々の考え方が国際的に浅いのも事実である。だから「自由に三

国人のパイヤ一等の人々が非常に有利な立場で仕事が出来る事になっている。

こういった難かしい問題が多々ありますが、これは決Lて他から規制出来るも

のでなく、自分達自身がよりよく縦横の連絡を密にして自主的に仕事をして行

くという以外にないと思います。」から先ず生産そのものを如何にして行くか

という事は皆様が巽剣に自分達で立て直すという積りでないと、いつかは自滅

すると見て間違いないと思います。

決して針外的に輸出するのに困っているという事ではなく要するによりよき

供給を願うという希望が大きい。アメリカが多少本年は予想以上利益も上ら

ず、不景気でありますが、アメリカの景気、不景気に拘らず冥珠そのものは極

東ブームというか興味を持っている。文ヨーロツパに於きましても種々ブラ γ

スの政変とか経済的な不景気とか又西欧諸国も経済的には決して良い国ではな

いと思いますが、割合に真珠の要望が多いのであります。一部ブラシスが本年

フランの切り下げによって日本円とのパラシスによってブラシスへは余り品物

が売れませんが、従来ブラシスに行っていた量は知れておりますのでその点は

余り心配はありません。

それとブラジノレもアメリカの南米政策というものが、他の問題で忙しかった

為に南米の余剰産物を買わなかった為にブラジノレの貨幣が平時の半額になって

いるので真珠も行きにくいという事情もありまして金色系統は非常に至難な道

を辿っておりますが、金色そのものが大体浜揚の 1割位のものですから大した

影響はないと思います。

この事は本年の秋噴から復調すると思います。アメリカは太いものを要求し

ておりますが、薄くても傷のないものという事をくり返し言った為に今日の様
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な結果になったのだと思います。 1アメ 3カも真珠を扱う様になってから少く

ともlOiJ三にもなり真珠を見る目も出来てきた事と思いますので今後やはり厚い

品物を作るという事に努力しなければならない」と考えています。

私もこの入札会へ来て大分買っていますが、決して自分の利誌のみで買って

いるのでない事を断言します。というのは此処で、買わなくても他所で沢山買え

ます。ですが少くともこの入札会が始まって以来、手ムは欠勤した事もなくいつ

も4割近くのものを買い占めています。これは何故やっているかというと一つ

の信念を持っているからであります。皆様のお蔭で自分はこれ丈になったのだ

と一。だから自分が尽すのは決して個人的なもので尽してみた所で仕方がな

い。少くとも公の機関で自分が出来る丈の範囲で努力する事によって皆様に尽

せるという考えを持っているのであります。幸い今後も皆様が集荷された品に

撃すしては一生名付親になる丈の自尊心を持っております。ですから此処で間違

って安く評価されて売られでも決して皆様の損にはならないと言う……・-事が

言えます。市価で3，000円の品物でも私は此処で4，000円あると思えば 4，000円

で買っています。というのはこの事によって皆様に少しでも珠の真価というも

のを知って頂きたいからであります。

以上断片的でありますが現況を述べさせて頂きました。

真珠の化粧巻漁場の意義と予備試験様

片 田 清 J欠

(国立真珠研究所大村支所)

~珠養殖業における漁場の捜劣は、た Yちに生成される珠の品質に影響を及

ぼすものと考えられているので、その選定は重大関心事の一つである。

的矢養婿研究所長の佐藤氏は、三重県の漁場について、一般に南部の外海性

の強い漁場において生産される翼珠は、巻きはよいが色はクリーム系で光沢少

なく、北部の外海性内湾の雨性を帯びた的矢湾の珠は、ピンク系の企調強く光

沢もよいので品質として優位であると述べている。

※ 「しんじゅ」第38-iヲーより
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試験方法は外海に位置する A漁場において、 33年4月中匂に1.3-1.6分核を

挿核し、それを同漁場で9月迄養成し、 9月17日に大村湾内のB.C漁場に移殖

した。移殖後は環境条件以外は一様化するために金網箆(13掛)を使用し、吊

線の長さを 9尺とすることによって各漁場とも垂下深度を一定にするようにし

た。移殖後浜上げ迄は貝掃除は行わず12月258に金網寵だけを交換した。

なお、養成期間中は、月3回宛垂下層 (2米)の水間L測定と採水を行ない、堤

素量を定量し、標準比重(15度)に換算して示した。

浜上げはAは34年 l月21日 Bは l月23日、 Cは l月上旬の寒波による搾死

の危険を考慮してl月8日

に行った。 第 1図

Aは外海に面した海域 r 2m層の比重

にあり潮の干満の差は大 25.∞ 
きい。水誌は夏季には

B・Cに較べて低めである

が、秋季には逆となって

おり、所謂外海の性質を 引∞
示している。

Bは大村湾口部に位置

する浦内にあるので外海

の影響も受けるが浦内に 23.∞ 
入り込んでいるので陸水

の影響もかなり受けてい

る。

Cは大村湾奥部の玖島

崎であるが、潮の交流は

緩慢で、気象条件に左右

され易いので、水温の夏

季における上昇は顕著で

あるが、秋季の気温下降

期にはその影響を受けて

急激に下降の一途を辿つ

d15 ρ 

戸

σ 。/…

12月9 10 11 

30 第 2図
2m層の水温

。C

話

お~ 0-0  A 
ひ一心 B

i
l
i「
l
i
-
-
a

円。、，
‘

晶-c

」一-->----l. 」ーームー__l.__.

ている。

真珠は屑、白珠(出現吾容に差はない)を除いた浜上珠について品質を比較し

9 l( ロ月

た。

11 
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先ず販売不適絡品として一応取除かれる程度の薄巻珠の出現率を比較すると

第2表のようになるが、推計学的方法であるX2_j去によって出現率の差の有無

を検定すると、薄巻珠の出現主容には差が認められ、立に多く、 Bに少ないと言

える。

第 1表浜上珠出現率 第 2表薄巻珠出現率

子ztlL7J下
JJ5日;ilj;七五

A

B

C

 

次に色調別の出現率は第3表のようになり、検定すると漁場別に色の出現率

には有志、の走が認められる。日jJちホワイト系はAが多く Bに少なく、ホワイト

ピンクはCが多く、 Aに少ないと言える。

以との試験は一定期間養成した施術貝を環境の異る他の海域に移殖した場合

に色の出現率にどのような主異が現われるかを試験し、ひいては化粧巻漁場の

意義を追究するための予備試験であるが、これらの結果からも判るように、こ

の問題は更に研究する余地があるものと考えられます。

なお本試験によって得られた哀珠をその方面の経験の深い 3名の方々に評価

して戴いたが、 iAにおける哀珠は優劣の差が大きく、薄J誉及びクリーム系の

出現率が多く、全般的に色調は単純である。 Bはピンク系多く、つやも良くて商

品約に最上級のものが多い。 Cは全般的には薄い傾向にあるが、つやは比較的

出ているん との肉眼的観察の一致をみている。

第 3表色の出現率

(同一記号間に差が認められる)

本試験は当年ものを用いての予備試験であったが、更に大珠、中珠での試験

を試みて、本課題の追究と、各漁場の化粧巻漁場としての適否を検討し、ひい

ては新漁場開発への足が L りが得られるようになるならば幸であると考A えてい

る。
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「卵抜き法Jの差異が真珠の品質に及ぼす影響様

蓮 尾 莫 澄

(国立真珠研究所大村支所)

さきの「しんじゅ」第三ト五号では、「卵抜きとアコヤガイの疲緊について」

と題して、卵抜き作業が現行の真珠養殖様式においては不可欠の重要作業であ

るとは言え、母貝の健康状態に封しては好ましくない影響を与えるものであ

り、なお操作の柏還によっても、母貝の疲姥の度合に差が現われることを粁晶

体を指標として説明しました。

ところでそのような健康朕態の異なる母貝を使った場合には、 11予核初期にお

いて真珠袋の形成に大きく関与し、ひいては真珠の品質にまで影響を残すので

はないかと考え、地活け法・浅吊り深吊り法(A)・同法(B)の夫々異なる操作

を経た三群の母貝に5日間の泰生期間を与えた後、昭和33年7月下旬に挿核を

実施し(1.2分核2個人れ)、 以後の管理欣態は全て同ーとなるようにして養成

(貝掃除は9月中旬、 10月下旬の2回実施)、 昭和34年 1月下匂に渋掲げを行

ない、その結果を検討する機会を得ましたので、概要について述べてみたいと

思います。(註一卵抜き後の 5日間の養生期間では粁晶体の伸びはみられず、

このことから考えると貝の健康回復の面には必ずしも寄与しているとは忠われ

ない。又挿核時における三群の各母貝の粁晶体の長さの相互間には、夫々有意

の差が認められる。即ち母貝の健康J状態の差異が挿核時にも残っている)。

1. 色の出現率

浜掲げ珠を各処理別にホワイト系・クリーム・ゴーノレド・グリー γ に 分 け

て、その出現欣態を示すと第 l表のようになります。処理方法によって色の出

現率に差があると云えるかどうかを X2一法により検定してみますと、 5%以

下の危険率で有意の去が認められる。更に分析すると、地i舌け法と浅庁iり深吊

り法(B)との色の出現率に有意の差が認められ、所謂ホワイト系は地活け法に

多く、クリームは浅吊り深吊り法(B)に多く現われるという結果が得られた。

(他の色については有意の差が認められない)。 これは一般には、強い貝から

はクリーム系の珠が多く出来、貝が弱い場合はホワイト系の珠が多いと言われ

ているのと一脈相通ずるものがあるのではないでしょうか。

議 「しんじゅ」第39号より
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第 1表色の出現状 態

地活

計

162儲

100% 

135 

l∞ 
143 

11 

;.411-100 

2. 巻きについて

浜掲げ珠を各処理別、色彩別に分類、秤量し、 i個平均の重量を示すと第2
表の通りになります。二元配置法により検定すると、 5%以下の危険率で有意

の差があります。

つまり、卵抜き操作の相違(j市核fl寺の母貝の強弱といった方がぴったりする

かも知れません)は、巻きに影響を与えることが判ります。これを分椋する

と、地活け法と他のこ方法の間には、夫々有意の差があり(危険率 5%)、 浅

吊り深吊り法Aと問Bの間には、有意の差が認められません(危険率 5%)。

これは、地活け法による母貝を使用した場合は、浅吊り深吊り法によるものよ

りも巻が薄く、浅吊り深吊りの 2つの方法問では、どちらが巻きが良いとも悪

いとも云えないということを意味しております。

第 2表巻きの状態 (g)

3. J臣、しみ珠の出現率

限、しみ珠の分類方法も種々あると思いますが、取揚げ珠の総個数につい

て、取の;有無、程度(取の個数の面からみた)、 しみ珠に取の占める程度(液

の犬小の面からみた)によって分類し、その出現j決態を各処理別に示すと第3
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表の通りになります。例の如く、 X2一法により検定すると 5%以下の危険率

で有意の差が認められます。更に検定を進めると、地活け法にくらべて浅fflり

深吊り Aは2点以上取の出現率が大きく、同法Bは旅殿、 l点f院が少なく、 2

点以上限、しみ、小Ji'Xが多く現われるという結果がi与られた。このことは、貝

が強いと液珠が多く、弱い貝に生成された珠には取が少ないということを裏吉:

きしているのではないでしょうか。

第 3表 暇 、 し み の 出 現状態

zfJt 無 一点以上Iしみ、 しみ、 l 
計現)一点殺- 大域 大穏

一 一
181間 36 58 19 42 173個

士也 活 け一一一一一一一一一一一一一
10.4% 20.8 33.5 11.0 24.3 100% 

9 18 64 20 31 142 
浅吊り深吊り (A)一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一

6.3 12.7 45.1 14.1 21.8 100 

6 14 67 28 35 150 
1/ (B)一一一一一一一一一一一一一一一一一一

4.0 9.3 44. 7 18. 7 23.3 100 

ιヰ草草
取揚げ珠と脱核数の比率を第

4表に揚げました。 X2一法の

検定によると、有意の差はあり

まぜん(危険率5%)。即ち、表

をみた感じとしては、地活け法

によるもの、脱核E容が一番低

く、浅吊り、 i栗吊り法A・同B

と)1国次、母貝の健康J伏態が良好

第 4表 脱 核 率

(杵晶体を指標として比較した

場合)となるにつれて、脱核率

が高いようにも思われますが、

11 

この程度の脱核率の相違では、差があるとは云い切れぬようです。

以上の通り、卵抜き方法の違いが挿核時における母貝の健康の度合に差異を

来たし、それは珠の品質にまで影響を残すだろうとの結果が得られ、更に、卵

抜きの様式によって、品質の各要素への影響の現われ方も異なり、夫々一長一
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短があるように推察されますが、本試験に採用した「地活け法J. r浅吊り深

吊り法Hi現行法のうちでは、一応普遍的な基本型とも云えるものであるとは

いえ、卵抜きの実f青は各自の経験によって、上記の方法の種々な組合せによっ

て行われているようですから、その結果は当然、珠への影響も様々な形となっ

て現われて来るものと思われします。

珠の品賀を決定i寸けるものとしては、多くの要素を挙げることが出来、それ

らの複雑微妙なる交互作用の結果によるものと考えられますが、良い条件の累

積が必然的に良質真珠に寵給することは論を侠たぬところですから、その要素

の一つ一つが、ゆるがせに出来ない問題を抱含しているものと思います。本題

の場合も、仕事を計画通りに進めるためには、卵抜きの効果を如何にして大き

くするかに関心が寄せられるのは当然でしょうが、手段(卵抜き方法)の選択

は、良い結果(良質翼珠の生成)の招来を前提とすべきであることを、いつも

念頭において戴きたいと思っております。

真珠雑感(刊)

"川川"川111川11 掃 除 1111川

山 内 栄

貝掃除は真珠養殖の重要な一部門を占める作業であるが、それに要する費

用・労力と云うものが非常に多く、今後の改良改善の望まれている作業の一つ

であります。

この貝掃除及び付芳生物の事については、すでに多くの方々が発表されてお

られますので、こ Lでは具体的に貝掃除に関する注意、事項と改良改善のー私案

を述べてみる事に致します。

x x 

貝掃除は直接・間接的にアコヤガイの成長及びまき等を阻害する(極端な場

合は員を奨死させる)付7寄生物を取のぞく為に行うものですが、その場合、そ

れらの付着生物をとりのぞくと云う利点の外に、貝掃除には貝の成長や冥珠の
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まきに悪影響を与えると云う歓点もあると云うことを先ず頭に入れておいて

下さい。

珪想、から云えば、この様な歓点のある貝掃除の回数は出来るだけ少くすべき

ですし、貝掃除方法はその結果、貝が衰弱したり、悪影響を受けない様に改良

しなければなりません。

〔注意事項〕

1) 貝の衰弱していない時期に貝掃除を行う事

貝掃除には利点と共に歓点もあるのですから、貝掃除の場合には、その紋点

を出米るだけ少くする様に心がけねばなりません。その意味で、貝掃除は貝が

貝掃除によって与えられた紋点よりすぐに立なおれる貝の元気な(衰弱してい

ない)時期に行う様にすべきです。

貝砲し直後は貝が衰弱しているわけですし、直前はその後に貝廻しがあるの

ですから貝掃除はひかえるべきです。同様な意味で、水j鼠の高い時期や水温の

低い時期の様に環境水がアコヤガイにとって好ましくない時期には員掃除はさ

けるべきです。水温の点から云えば少くとも150C以下、 250C以上と云う様な

水温の時には貝掃除をさけるのが好ましいと思います。

2) 員には出来るだけ衝撃を与えず丁寧に取扱う事

貝に刺戟を与えれば莫珠のまきが良くなると考え、わざわざカゴを筏から麗

形へ投けYこりデパで貝を必要以上に叩いた様な時もありましたが、これは間違

った考えと云わねばなりません。

民の乱暴な取扱いはた Y単に貝を衰弱させるだけでなく、脱核や悪賀真珠を

{ノFる原因にもなると考えられます。故に貝掃除の時には出来るだけ貝を丁寧に

取扱うべきで、貝を投げたり、貝の足糸を引抜いたり、デパで貝をrrpく様な事

は選るべきです。貝の足糸を引抜いた1'0合を二与えてみますと、それはた Y単に

貝の成長をおくらせる.(アコヤガイの足糸切断と成長について 3(10)参照)と云

うだけでなく、体内の冥珠袋にも相当強い影響を与えております。足糸はデパ

で切るべきですし、貝掃除はデパで撫る

3) 貝掃除は敏速に行う事

うべきです。

必要以上の貝を屋形に上げたり、貝掃除のすんだ員を長時間屋形の上におい

ておくと云う様な事をよく見かけますが、これは貝を衰弱させるだけで、それ

には何の利益もないのですから、員掃除のすんだ貝は次ぎから次ぎへと筏に吊

り、屋形には必要な貝だけを上げる様に心掛るべきです。

その様な事をしていては仕事がはかどらないと云われるかもしれまぜんが、

少しの工夫で能率もさげずに行う事が出来ます。
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4) 付着生物の付資提期には貝掃除を行わない事

貝掃除をした貝殻と云うものは付芳生物の付着する廃(場所)として非常に

適しており、 i寸若生物が付着しやすい吠態になっているのですから、付着盛期

の貝掃除はさけるべきです。

例えば、フヂツボの付芳朗は突虞湾の場合は 7月上・中旬ですが、この時期

に貝掃除を行うとフヂツボがすぐに付悲してしまいます。それに封し、 5~6月

頃に員掃除を行うと、付着ー期までに貝殻に泥がつき、比較的ブヂツボの{寸楚を

さける事が出来ます。

以上、現在一般に行われている所の貝捕除法についての私見を述べてみまし

たが、いずれにしても御自分の漁場の性質や貝の版態を充分に理解する事が必

要で、その結果、初めて理想的な貝掃除と云うものが可能になるわけです。た

三単に過去の経験とかんに頼り、その漁場や買の事を理解もせずに、たゾ機械

的・習慣的に貝掃除する様な事:は一日も早くなくする様にしたいものです。

〔改良改善策〉

現在の貝掃除は多くの費用と労力とを必要とするため、その改良改善が望ま

れ、色々な方法が試みられておりますが、今それらの方法をみてみますと大体

次ぎの二つに大きく分類する事が出来ます。

1) 機械によって垣時間に多量の貝掃除を行う方法

2) 貝に付若生物が付着しない様にする方法

lの貝掃除の機械化は短時間に多量の貝を処分出来ると云うもの午、貝に与

える衝撃と云うものは無視出来ぬもので、それに要する費用の点でも一般化さ

れにくいと云う紋点、があります。

2に属する方法には多くのものがあり、それはさらに次ぎの様に分ける事が

出来ます。

イ)貝殻にある種の溶液を塗布する方法

ロ)貝殻に泥や赤ごとを塗布する方法

ハ)付静生物の付着層をさけて貝を垂下する方法療

ニ)貝を空気中に露出しては付芳生物を死滅させる方法※※

※ 付着生物には付策層と玉三うものがあり、その生物の多量に付賛する層(水深)と玉三うも
のは、生物の還類によって各漁場iこよりそれぞれ一定しているので、その時期にその
付資層以外に貝を垂下する事によって、ある程度、生物の村議をふせぐことが出来る。

※※ 貝を空気中に露出する事によって付建生物が死滅する(付着初期のもので、大きく

成長したものにはその様な事はない)のは、貝設に付濯している海水の水分が蒸発し、

付芳生物の環涜が非常に高調になり、 j多透庄の関係で死滅するものと考えられる。

円
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イの方法の一例について御木本の井村氏が本誌四号に発表されておられます

が、この種の方法はその溶液やそれに要する費用の点などに問題が残されてお

ります。

ロの方法は、貝殻に泥がついているとフヂツボなどが付差しにくいと云う事

にヒントを得て行われた方法ですが、自然に付着した泥に比較して塗布したも

のは落ちやすく、あまり良い結果は得られておりませんし、それに要する労力

と云うものも馬鹿に出来ないものです。

ノ、の方法はあまり行われておりませんが、実際問題として付着庸以外の層が

アコヤガイにとって不適であったり、手間がか L り、多くの労力を要すると云

う歓点があります。

ニは毎日一定時間、貝を空気中に露出する事により、付静生物を付岩初期に

殺すと云う方法で、各所で試験的に行われ貯成績をあげた例もありますが‘支

際問題としては多量の貝を毎日上げると云う事がなかなか部位Ijであり、又手間

もか Lると云う扶点があります。

以上の方法には何れもなんらかの散点があり、広く実用化ばされておりませ

ん。

1'1- ~ 

私の考えている貝掃除法は付着生物のあまり付着しない時期に従来通りの方

法の貝掃除を一度だけ行い、その後は出米るだけ泥を貝設につける援にし、そ

の間にニの方法を利用すると云うものです。
応?主※

即ち、従来週りの貝掃除の後は屋形に水槽を作り、その中に過飽和食塩水を

入れ、上げてきた貝を金網ともその中に漬け、その後景71ラに2・30分間おき、再

び貝を海に霊下すると云う事を一月に1・2巨人 2・3日続けて行うと云う方法で

(環境条件の悪い、貝の衰弱している時はさけるO 又付澄盛期には回数をふや

して行います)、 その場合、金網がよごれている様な時には貝についている泥

を落さない様に注意)し、貝に付着している大きな付若生物だけを手でとり、

金網を新しいものととりかえる誌にします。

この方法は冬をのぞき、大体利用出来るわけで、従来の様な貝掃除は l年に

2目、春に行えば良いわけです。

一寸考えると仲々面倒な様ですが、その手順さえ工夫すれば、簡単に能率的

※※潟水の中に塩を入れた場合、最初の内は、塩は7.k.にどんどんとげるが、ある程度以上

に塩を入れるととけずに塩が下にたまる様になる。その場合にその水の事を過飽和食

塩水と云う。実際には海水に岩塩でも入れて作れば良いわけで、この過飽和食塩水を

用いる方法はアメリカでカキの付蒼生物をふせぐ場合iこ用いられている。
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に行う事が出来ると思います。た Yこの場合、付着生物の付着時期の把握が大

切でもす。

この案はた Y単なる机の上の空論かもしれませんが、これが何かの参考、ヒ

ントになれば幸いです。

良い冥珠を1'f-るには員掃除の時、貝に強い衝撃を与えない事と不自然な朕態

におかない事とが大切だと云う事をわすれないで下さい。

真珠研究会九州部会に出席して燕

太 田 繁

実珠研究会九州部会が 3月18日に開催されることになり、開会より伊勢部会

に講師派遣方の依頼があったので伊原(全国真珠蓑=殖漁協)・青木(富士真

珠)の雨氏と私が派遣された。

長崎県の真珠養殖はその歴史も古く同地方独特のすぐれた養殖技術もあり、

漁場が広大でしかも優秀なこと L相{突って名実ともに三重県に次ぐ養殖県であ

るがなんと言つでも真珠養殖の大視である三重県と速く離れている上に県内で

も漁場が五島・査岐.~長}馬海区と非常に広範囲に分散しているために業者相互

間の技術交流の機会にも之しく、その大多数の人達にとっては自分の研究以外

には国研大村支所より発行されている、しんじゅ、と本誌が唯一の技術改良の

窓口になっている様な状態である。

九州部会lこ招かれてわれわれが大村駅に若くと同会の西村会長が出迎えに出

ておられた7J'、たまたま数日前に市内に真性天然痘患者が発生し集会等はさし

控える採にとの達しもあり、会期を変更しようとも考えたが何分にも突発的な

事で遠方から来る人には今更変更の通知をしても間にあわず、開会が懸念され

るJUe態であるとの話にわれわれしも折角遠方から来たことではあり心配をしてい

たが当日になると前夜から待機しておられた離島の人達をはじめ続々と出席さ

れ、定刻の10時には約 120名も参集され会場である養殖漁協の二階は膨れあが

つ41
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開会に当り、止むを得ぬ事情で出席することの出来なかった伊勢部会の幹事

に代って私が伊勢部会の研究活動の状況を簡単に話し、併せて将来九州部会と

の合同研究といった様な研究会も開催したい希望のあることを伝えてから下記

の演題で講師の話に移り、さすが日本の西の果である長崎もタ謁につ L まれる

頃に閉会になった。

われわれは講演に先きだち、出来るだけ話題の提供者A になり、話をしながら

お互に考え疑問の点は問い質す様な雰囲気にもってゆく計画であったが出席者-

の方達には又とない機会であるから出来るだけ沢山の話を聞き度いという心組

みがうか Yわれ、この計画は失敗に終ったが出席のために片道 3日もか Lる人

達のことも考えるとこれも又止むを得ぬことであると思っている。

今年は第二回目の研究会であったが昨年の第一回には高山所長・間辺・田畑

氏等が講師として出席され、大きな成果を残された Lめ今年も前記の如き悪条

件があったのにもか Lわらず非常に盛会で、あったことはわれわれの遠路の疲れ

も一度に吹ツ飛んでしまった。

各講師の話は伊勢部会の方々にも大変参考になると思われるので順次本誌に

発表をしていただく様に各講師並びに本誌編集者にお願しであるのでこ Lでは

割愛し、報告を終えたいと思うが伊勢・九州雨部会にた V第三者-として欲を言

えば、

(1) この様な研究会を年に2回位開催されたい。

(2) 九州にもすぐれた養殖技術があるから年に l回位は九州部会から講師を

伊勢部会に招いていた Yきたい。

(3) 若い人達が熱心に技術の研究をしておられるがこの若い人達と養殖技術

のみならず、真珠業界の現況とか日本の特産物である真珠の正しい養殖

のあり方等についても冥剣に話し会う機会が欲しい。

ということである。

記

2. アコヤガイの衰弱について

3. 足糸の切断回数と成長の関係

1. 大村支所から本所に転勤して三重県の養殖技術を見て感じた点について

太田

太郎

蓮 尾(支所長)

4. 卵抜きがアコヤガイの健康状態、並びに真珠の品賞に及ぼす影響 蓮 尾

5. 挿核技術について(主として挿核部伎と異常形真珠の成因について)

青木

門口
司
自
よ



6. 真珠の構造及び卵抜きと生殖細胞についてのスライドによる説明

7. 低比重海水の翼珠の品質に及ぼす影響 片

8 長崎県における化粧巻き漁場の海況と真珠の品質について

片

9. 税務封策について

もめる志摩綜合開発中間報告

代替 地 が な い 仕上漁場

振興会反対実証あげ懸命

太田

回(支所)

国(支所)

伊原

志摩半島綜合開発計画は、昭和31年より農林省、設地局計画部と京都農地事務

局が特殊土地利用直轄地域として指定会行い、工費26億円の予算で準備されて

いるが、当時これに針して、全国漁協組で反針陳情を行なったが、このほど、

同前をめぐる中間報告として、振興会は、次の如くその要旨をとりまとめた。

間~t ilIîlに到してはその後、真玉井養殖業者にも反があるところから関係当局

は学識経験者の意見を求めていたがその結果、悪影響を心配するには当らな

い。むしろこの計画によって、鳥羽方面からのプラシクトシが多量に的矢湾に

流入するので、真珠のためには現在よりかえって良いといった説もあり、また、

化粧巻漁場の代替地もあるのだから、農地局としては既定の方針通り計画を進

めるといった方向に動きつ Lある。

こLで全国漁協組、および的矢湾関係養殖業者が、的矢湾養矯研究所長佐藤

忠男氏による実証資料と高山哀珠研究所長の意見を基に、優秀漁場の理め立て

を行なう同計画絶封反封の態度を明らかにした。すなわち
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1. IcI1:Iめ立が行なわれると、湾奥の伊雑の浦はポシプ的な作用する潮汐と湾

奥、湾外間の比重差による、海水の循策運動が阻止されてしまい、母貝の発

育が思くなり、同時に品質、色沢に悪影響をおよぼす。特に、的欠j与は色沢

が良く巻きが速いと云うことにより、養殖期間の長い、中、大珠の仕上げ漁

場として最適であったが、これと同じ条件tの仕上漁15は他にはない。

1. 的矢湾の水温は夏高冬低の典型的な内湾性を示すo ~ft層より下層は秋には

水温降下の勾配は急であるが、冬期水誌は比較的高く、頁の水温は平均26度

から27度で年交比は少なく 16度から17度で外に近い性格をもっO

1. 年間を通じ!十l水後をのぞいては、プランクトンの量も多く、特に存より夏

の間に多く幼生プランクトシの出現もすこぶる多い。また夏と冬、特に夏に

は毎年定期的に植物性プランクト γの大増殖が現われる。

1. この湾の栄養は、受水面積のすべてをしめて、しかも肥沃な耕地である流

域をもって湾奥に注いでいる河川よりの陸水と、伊勢湾水の流れている湾外

より供給され、栄養塩類はこの湾独特の潮流現象によって伊雑ノ討し湾部、

湾外等の各水域においてよく混合し、こ Lにおいて透明度の高い湾部、湾外

で、プランクトンの繁殖が促進される結果となる。

また、海底に沈着していた養殖貝の排池物とか、湾内懸濁物質とかも、下層の

はげしい流れによって伊雑ノ浦に運ばれ、こ Lで豊富な日光等によって分解さ

れ、子潮の上層流により湾部の方に流出する。このことも貝類の発育、栄誌を

助ける重要な現象である。

あくまで計画は実施

地元側と話し合いの用意あり

これに釣し農地局側では3年程前から調査を実施して来ているが、これは開

発計画実施の可能性を確める範囲のもので、初年度でも見込みさえつけば、調

査をうちきって、実施することになるが、今のところ34年度に調査を行なう予

定ではあるが、現在までの調査の結果、すでに開発計画実施の可能性を有する

とし、う結論を得た模様で同計画の実施は決定的と見られる。

また、この問題によって直接影響を受ける水産業者、真珠業者‘との調黙は、

現地における関係者、すなわち地元と県当局、および農地事務局との間で話合

をした上解決をはかりたい意向で、農地局と水産庁当局との話合いはあくまで

も第二次的なものとしている様である。

また、現在まで農地局が、水産関係者との話合いを行なわなかったという点

については、調査計画を実施するという段階は、土地改良法の法域内で行なえ
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る範囲のものではあるし、こ Lまでの段階では周聞に影響をおよぼすことはな

いと考えた上でのことであろうが、あまり計画がす Lまないうちに時期をみて

相談するものと見られるので、全国漁協組の松尾組合長から、国家出jな立場か

ら利害得失言ど充分に検討して、納得の行くような措置をとるようにと、積極的

な妥望を行なった。

また、問時期に水産庁当局からも左のお?き申し入れを行なっている。

1. 真珠主主F造業者の皮封は、単なる補償金欲しさの反封ではない。

2 的欠j与のj魚、喝の特殊性がもたらす環境要因について、学者間にも意見の喰

い違いがあるようだが、検討材料としては佐藤的矢湾養婿研究所長の研究報

告が唯一のものと考えられ、この内容について、相互に検討する機会をつくり

たい。

3. 利害関係については綜合的な立場から充分に検討してほしい。

この反面、伊雑ノ浦の淡水イじという形の土地改良案は、必ずしも良案であ

るといえない面があり、五十鈴川上流の水で大部分の水量をまかない、神路、

池勾JIIの水は怪く一部分だけという立案もあるようであり、農地局として

も、地元水産関係者の強い反撃Jに会っても強いて、実行というほどの良案で

ないところから慎重を期しているようである。

なお、この問題について、地元の農民は、同計画が実現すれば無料で、農地が

乎に入るとか土地改良を無料ですることもできると考えているむきも多いよう

であるが、実際には県と地元が全体の40%から70%の金額、を負担することにな

るわけで、これらの事情が双方にはっきりした場合はまた、この問題に一波乱

起るものと予想され、今後どのように発展するか Y、問題であるo (以上振興

会の調査による) (真珠新聞第184号)

9，000貫、 63億の外 貨獲得

輸出実績戦前戦後の最高記録

日本真珠総出組合では昭和33年(1月から12月)の莫珠輸出実穏をこの程集

計し発表した。それによると33年 1カ年間の総輸出数量は8，956貫481匁36とな

り金額にしてし 7684，960ドノレ80セント (約63億円)という翼珠業界始まって以

来、戦前、戦後を通じて最高記録を作った。
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この輸出の伸長を32年 1年間の輸出数量と封比すると、前年6，951賞、1，649

8.000ドルで、昨年はこれを約 7%上回る成績を示している。

これを輸出形態別にみると、通系連が6，087貫で67.9%金額にして1，2158， 000 

ドル、 68.75%パラ珠1， 928貫、 21.52%金額4142，000ドル、 23.42%、五889貫、

9.93%、金額1111， 000ドル6.28%、対は53貫0.599昔、金額 274，000ドルで1.55 

%となっており、 31年に比して通糸連の増加が目立っている。

またイ士向地別では、依然として米国が第一位を占め、総輸出額の589昔、次い

でスイス、 11%、西ドイツ、 6.7%となっており 33年の著しい特徴は英国、カ

ナダの増加におして、ブラシス、インドなどの減少であった。

これは、フランス経済事情の不安定および、粗悪;真珠愉出禁止にともない、

今まで主にインド向け低廉価のものが規制された Lめであると思われる。

なお、 8月の愉tl:lが減少するということがこの商品の特珠性により例年見ら

れるのだが昨年は逆に著しい増加を示しており、これは愉出グレード引上げの

予定が10月であったところから、これを前に、貿急、ぎ、売急ぎが行なわれた結

果とみられる。

しかし、総輸出数量の伸びに反して、その単価は l匁当り平均 1ドノレ97セン

トで、 32年の 1匁当り 2ドノレ37セシトより 40セントの値下りを示しているが、

こLに今後の問題があろう。(真珠新開第184号)

筏台数制限を新規制

府県別施術目標決 る

農林省は13臼、昭和34年度真珠貝施術数量目標を告示した。これは、先頃行

なわれた真珠義殖事業審議会の答申?こもとづくもので33年目標 6，930万個を大

巾に上回っている。これは昨年の輸出が非常に良好で、上昇している真珠の需

要に、当てるためとみられる。

なお、既報の如く数量目標の達成及び品質の維持向上をはかるための措置と

して34年度より新らたに府県別施術数量に見合う筏台数を定め、漁業権の条

件、及び制限として指示すること Lなった。

府県別、サイズ別施術数量日襟の詳細は次表の如くである。
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2. 

3. 

4. 

5 

l可
l、 第3回幹事会

33年度決算を間近に控え、第3団幹事会を 2月25日午後 1時より真珠

会館に於いて開催した。

本年度最後の会合のため、主として来る総会の議案について渠を作成

し、午後4時半閉会し、引続いて懇談会を行った。

挨 拶 佐藤代表幹事

司 ~ 山本幹事

33年度業務報告

総 務 山本幹事

編輯海洋 白井幹事

経営研 久米村幹事

基礎研 阿部幹事

メヱ午工 計 中村幹事

34年度機構改革案 佐藤幹事

新役員選出方法について // 

新年度事業計画 山本幹事

(1) 経営分科会

(2) 基礎研究分科会

(3) 海洋調査分科会

(4) 実態調査委員会

(5) 

(6) 編輯

(7) 例会

(8) リクリエーも/ヨ γ

(9) 品評会

帥会費

其の他

(1) 原稿、異の他謝礼について

(2) 会費徴集について

(3) 会員の再整理について
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(4) 3月例会について

(5) 九州研究会への講師派遣について

(出席者)

q 
<.，. 

3義

2. 

全国真珠:伊原、高橋

国 研:太田

和 具:宮内(水産高校)

片 岡:茶木(片田中学)

松本(覚回真珠)

的 矢:笹原(富士真珠)

鳥 羽:堤(共栄水産)

立 神 :1J江藤(加藤真珠)

浜 島:青木(富士頁珠)

布施田:図辺(中又真珠)

五ケ所:幸田、岡井

南 海:中村(中甚真珠)

研究会:佐藤、山本(ー)、山本(文)、久米村、阿部、丸山、中村、

白井、谷

3月研究発表会

33年度、最後の研究会は3月20日、午前10"寺より伊勢市真珠会館に於

いて開催された。

既に新年度の養殖時期が始まり、忙しくなりつ Lあったが、多くの人

々が参集され盛会であった。

題

真珠養殖技術と経営の発展について

水産研究会会長 浅野長英氏

グ 八木氏

ij 秋谷氏

33年度共販の現況と今後の見通しについて

全国真珠漁協組合長 松尾圭起氏

3. クズ珠の形成とその防止法に劃する lつの考案

県立三重大学水産学部講師 辻井禎氏

午前中は昨年度振興会より委嘱をうけて実施せられた「真珠養殖業の

生産構造Jについての研究成果報告を東京の水産研究会の代表者の方

々により発表せられ非常な参考を得たのであった。
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午後は折から審議会に御出席中の松尾組合長にお願いして、真珠界の

現況と問題点につき、お話を頂き、次いで業者の関心の深い、クズ珠

形成防止法という画期的な実験の紹介を辻井氏から伺って、午後4時

閉会した。

尚、当日畳には計画中のI~珠用語辞典」の最終編輯打合せを行った。

F_~_J1 
1. 交換資料御礼

長崎県水産試験場:五島灘並にその周辺調査 24、25、27号

。大村湾調査 21、29号

北海道水産試験場:別居IJ 2 

東北大学浅虫臨海実験所報告:実験所報告 9 (2) 

輸 出 組合:輸出実績 02月、l月)

ゲ :個人別輸出実績

国立真珠研究所大村支所:IしんじゅJNo.38， No39 

莫珠新聞社:真珠新聞

水産経済新聞社:日刊水産経済新聞

三重県立水産高校:真珠養殖入門 l冊、其の他資料

西海区水産研究所:研究報告、第16号

日本真珠研究所:研究所報告集、第3号

輸出検査所:輸出検査実績 (12月、 1月)

ハむ
門

L
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仁3報算決期2 第

表日召女す借貸

(昭和34年3月31日現在)
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(白昭和33年4月1日

部之失損

額金要

印刷 費

例 会 費

消耗 品費

通信愛

旅費交通費

公 課

海洋調査費

基礎研究費

会議 費

雑 費

雑損失

次期繰越金

摘

1.128，947 計A 
ロ

円
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L
 

1，1 2 8，947 計t、
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財 産 自 録

(昭和34年3月31日現在)

科 目 橋 要 金 額

民

現 金 手 許 有 高 1 1 4，6 1 2 

当 座 預 金 百五銀行預入 12，195 

普 通 預 金 勧業銀行預入 240，759 

什 器 備 ロロロ テ{プレコーダ{その他 101，980 

仮 ナム 金 立 替 金 43，740 

未 収 賦 課 金 l二~ 費 未 収 分 57，000 

JEL コ 計 570，286 

第 3 期

昭和 34年度牧支予算書
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(注) 予備費302，000は収入の部の会費未

収分263，000が収納されれば試験養

殖の費用に充当するもの
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南一例
一集一

一編一

03巻の最終号をこ Lにお届け致します。

毎月遅れ乍らも、どうやら発 f-IJ出き昨年より内容も体裁もよくな

った事は寄稿者各伎の御理解と御協力のお蔭であり、 j享く御干しfj:r

し上げます。

。通覧してみると本文の大部分は国立真珠研究所の方々の解説的な

ものが多く、業者には参考3となっているのでその点でーは喜ばれ

ているのですが、年々真珠うを殖も研究される様になっているの

で、粘土に新年度は業者名位の生のレポートをìJ~IL1お宮fせドさる様

希望しております。どうか、裂にはまった原稿でなくとも結構で

すからお願い致します。 (S)

昭和34年 3月 31日発行

第 3巻第11号会報 (非売品)

(通巻第20号)

編 集者 白 井禅 平
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篭話(伊勢局代表)4147番

三軍県伊勢市岩淵町140

印刷所神都印刷j株式会社
電話(伊勢局)2230番
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